助動詞４　　助動詞の意味と用法③
１　助動詞の意味と用法③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１１）そうだ（伝聞・様態）…用言の終止形・動詞の連用形などに接続
「そうだ」は、次の二つの意味のどちらを示すかによって、接続する語とその活用形が異なる。基本的には、①伝聞は用言の終止形に、②様態は動詞の連用形につく。
①　伝聞（人から伝え聞いたことを表す）「明日は雨になるそうだ。」

②　様態（そうなりそうな様子を表す）「明日は雨になりそうだ。」

【「そうだ」のその他の接続】

①　伝聞　助動詞「ない／たい／だ／ぬ（ん）／た（だ）」の終止形＋「そうだ」

②　様態　助動詞「せる・させる／れる・られる」の連用形
形容詞・形容動詞の語幹　　　　　　　　　　　　　　　＋「そうだ」

助動詞「ない／たい」の語幹相当部分


※②様態で形容詞の「ない」「よい」の語幹につく場合には、「なさそうだ」「よさそうだ」のように直前に「さ」が入る。
使われている文をよく読んで、示している意味の違いを識別しよう。「聞いて判断」しているなら伝聞、「見て（考えて）判断」しているなら様態である。
（１２）ようだ（推量・たとえ〔比況〕・例示）…用言・助動詞の連体形などに接続
「ようだ」は、用言・助動詞の連体形、および名詞＋助詞「の」の形や、連体詞「この」「その」「あの」「どの」などにつく。

①　推量「雨が降るようだ。」
②　たとえ（いわゆる直喩表現に用いる）「雪のように白い肌。」

③　例示「父のような人になりたい。」
「ようだ」の示す、右の三つの意味の違いは、次のように前に言葉を補って識別しよう。
【「ようだ」の見分け方】

①　前に「どうやら」が入る＝推量

②　前に「まるで」が入る＝たとえ

③　前に「例えば」が入る＝例示

②③の違いについては、実際にそのようになる可能性があれば例示、なければたとえである。右の例文でいえば、③は実際に「父のような人」になる可能性があるのに対し、②は実際に「肌」が「雪」になれるわけはない。

※①の「推量」を、「不確かな断定」などと表現することもある。

（１３）まい（打ち消しの意志・打ち消しの推量）
①　打ち消しの意志（動作主は自分）「二度とうそはつくまい。」
②　打ち消しの推量（動作主はほぼ自分以外）「雨はもう降るまい。」
①は「～（し）ないことにしよう」、②は「～（し）ないだろう」などと表現することが多く、「まい」はあまり用いられない。逆に言えば、「まい」をこの二つの言い方に置き換えてみれば、意味の違いを識別できる。
【確認問題】

１　次の各文中の　　線部の意味は、ア様態・イ伝聞のどちらですか。記号で答えなさい。

①　うぐいすでも鳴きEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ａ),そうな)暖かい日になるEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ｂ),そうだ)。Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
②　慢性の胃病だEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ａ),そうだ)が、一見元気EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ｂ),そうに)見える。Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
③　雨が激しEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ａ),そうだ)が、夜は風も激しいEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(Ｂ),そうです)。　Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
２　次の各文を、文末に様態・伝聞の「そうだ」をつけ加えて、それぞれ書き直しなさい。
①　彼の弟は上手に泳げる。
様態

伝聞

②　妹はあまり楽しくない。
様態


伝聞


３　次の各文の〔　　　〕に、「ようだ」を適切な形に活用させて書きなさい。

①　明日雨が降る〔　　　〕遠足は中止だ。
②　朝の海は鏡の〔　　　〕おだやかです。
③　秋の高原は一面花園の〔　　　〕た。

④　赤ん坊になった〔　　　〕気分です。

⑤　見てごらん、本物の〔　　　〕う。

４　次の各文の　　線部の意味をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。
①　将来は母のような大人になりたい。　　〔　　　〕

②　問題が少し難しすぎたようです。　　　〔　　　〕

③　雨でも降るように木の葉が散る。　　　〔　　　〕

④　父が子どものような笑顔をしている。  〔　　　〕

⑤　誰か来るような足音が聞こえた。　　　〔　　　〕

ア　推量（不確かな断定）　　イ　たとえ　　ウ　例示

５　次の各文について、　　線部を他の言い方に変えて、全文を書きなさい。

①　もう二度とそんなことはあるまい。


②　もう二度と会うまいと誓った。

